
第2355号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2021年6月1日（8）

求

職

求

職

求

人

求

人

４
月
か
ら
経
営
事

項
審
査
が
改
正
に

2
0
2
1
年
度
か
ら
建
設
業
法

の
改
正
に
伴
い
再
編
し
た
、
新
た

な
担
い
手
確
保
や
育
成
の
視
点
に

た
っ
た
施
策
が
い
く
つ
か
開
始
さ

れ
ま
す
。

そ
の
な
か
の
1
つ
が
経
営
事
項

審
査
（
経
審
）
に
お
け
る
審
査
基

準
の
見
直
し
で
す
。
技
術
者
・
技

能
者
の
継
続
的
な
能
力
研
鑽
を
促

す
観
点
か
ら
「
知
識
及
び
技
術
ま

た
は
技
能
の
向
上
に
関
す
る
建
設

工
事
に
従
事
す
る
者
の
取
り
組
み

の
状
況
に
係
る
審
査
項
目
（
Ｗ

10
）
」
が
新
設
さ
れ
、
加
点
評
価

に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）
に
基

づ
く
能
力
評
価
基
準
（
レ
ベ
ル
1

〜
4
の
4
段
階
）
に
応
じ
た
も
の

に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
能
力

評
価
基
準
に
よ
り
レ
ベ
ル
4
と
判

定
の
建
設
技
能
者
を
評
点
3
点
と

し
て
評
価
、
レ
ベ
ル
3
と
さ
れ
た

者
に
つ
い
て
は
2
点
の
評
点
を
付

与
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

解
体
工
事
業
許
可

の
経
過
措
置
延
長

2
0
2
1
年
3
月
31
日
で
終
了

と
さ
れ
て
い
た
、
と
び
・
土
工
工

事
業
の
技
術
者
を
解
体
工
事
業
の

技
術
者
と
み
な
す
解
体
工
事
業
許

可
の
経
過
措
置
期
間
に
つ
い
て
、

国
交
省
は
6
月
30
日
ま
で
3
カ
月

延
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

2
月
末
時
点
で
経
過
措
置
の
対

象
と
な
る
許
可
業
者
が
1
万
1
4

5
6
人
に
も
上
る
こ
と
か
ら
の
決

定
で
す
。

経
過
措
置
と
な
る
技
術
者
（
と

び
・
土
工
工
事
業
の
技
術
者
）
を

営
業
所
専
任
技
術
者
と
し
て
解
体

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
6
月
30
日
ま
で
に
解
体
工

事
業
の
技
術
者
と
し
て
認
め
ら
れ

る
登
録
解
体
工
事
講
習
の
受
講
ま

た
は
解
体
工
事
業
の
実
務
経
験

（
1
年
以
上
）
ど
ち
ら
か
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
変
更
し
て

か
ら
2
週
間
以
内
に
、
受
講
後
の

有
資
格
者
区
分
の
変
更
届
を
許
可

行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

東
京
土
建
は
都
連
対
都
要
請
行

動
を
通
じ
て
、
今
回
の
経
過
措
置

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

講
機
会
の
減
少
の
声
を
届
け
、
延

長
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
各
支
部

で
の
仲
間
へ
の
周
知
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長
・
佐
藤
広
平
記
】
4

月
28
日
、
5
月
13
日
に
技
術
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
春
の
講
師
団
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

特
別
教
育
に
携
わ
る
講
師
団
に
は

25
支
部
か
ら
70
人
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
各
日
と

も
25
人
ず
つ
、
総
勢
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
中
の
研
修
で
は
労
働
安
全

衛
生
の
最
新
の
情
勢
を
労
働
対
策

部
唐
澤
専
従
常
任
中
執
よ
り
報

告
。
渡
辺
副
委
員
長
よ
り
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
具
体
的
な
カ
ー
ド
作
成
の
実

体
験
、
35
職
種
の
能
力
評
価
に
東

京
土
建
で
開
催
し
て
い
る
特
別
教

育
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る

か
の
説
明
が
あ
り
、
全
支
部
で
認

定
登
録
機
関
を
す
す
め
よ
う
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
は
質
問
や

意
見
が
い
く
つ
か
あ
り
、
仲
間
の

中
で
も
同
じ
よ
う
な
疑
問
や
相
談

が
あ
る
は
ず
で
、
支
部
の
仲
間
の

状
況
を
一
番
つ
か
ん
で
い
る
所
属

支
部
で
の
対
応
が
組
合
と
し
て
求

め
ら
れ
ま
す
。

午
後
か
ら
は
3
班
に
分
か
れ
、

10
分
ず
つ
の
模
擬
講
義
の
実
演
と

な
り
ま
し
た
。
各
支
部
で
講
師
を

や
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
前
で
の

講
義
と
な
り
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
方
は
大
変
緊
張
す
る
取
り
組
み

で
す
。
講
義
後
は
、
良
い
点
・
改

善
点
を
伝
え
、
支
部
講
習
開
催
当

日
に
向
け
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は

か
り
ま
し
た
。

講
師
陣
の
皆
さ
ん
か
ら
は
講
習

の
目
的
は
受
講
者
の
労
働
安
全
の

た
め
で
あ
る
こ
と
、
同
じ
講
習
の

講
義
で
も
自
身
の
経
験
談
や
情
勢

を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
あ
る

講
習
を
開
催
す
る
た
め
の
工
夫
、

熱
い
思
い
が
う
か
が
え
る
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

資
格
取
得
の
取
り
組
み
は
、
仲

間
の
安
全
を
守
る
労
働
安
全
と
今

後
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
よ
る
能
力
評
価

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
全
都
の
仲
間
の
要

求
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
今
後

も
支
部
講
習
開
催
の
た
め
に
、
ま

ず
は
支
部
で
の
講
師
育
成
の
取
り

組
み
を
め
ざ
す
こ
と
で
結
び
と
し

ま
し
た
。

質問する参加講師（4月28日）

【
作
業
主
任
者
】

足
場
7
月
8
日
〜
9
日
（
木
金
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
7
月
1
日
〜
2
日

（
木
金
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
8
月
24
日
〜
26
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
6

月
26
日
〜
27
日
（
土
日
）
板
橋
支

部
会
館
、
1
万
4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）7
月
30
日（
金
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
作
業
主
任
者
の
能
力
向
上
教

育
（
作
業
主
任
者
修
了
者
へ
の
、

お
お
む
ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
6

月
29
日
（
火
）
池
袋
、
8
5
0
0

円足
場
①
7
月
13
日
（
火
）
池
袋
、

②
8
月
6
日
（
金
）
池
袋
、
7
5

0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
7
月
1
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
7
月
27
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
6
月
23
日

（
水
）
池
袋
、
8
千
円

石
綿
9
月
7
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
セ
ッ

ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
8
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
9
月
9
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
9
月
17
日
〜
19
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

7
月
2
日
〜
3
日
（
金
土
）
西
多

摩
支
部
会
館
、
1
万
5
5
0
0
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
解
体
機
械
の
運
転
）
7
月
4

日
（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
1

万
5
0
0
円
、
小
型
車
両
系
（
整

地
）
と
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
2
万

4
5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
7
月
29
日
〜
30
日
（
木

金
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1
万
6
5

0
0
円

ア
ー
ク
溶
接
7
月
26
日
〜
28
日

（
月
火
水
）
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1

万
9
5
0
0
円
、
ガ
ス
溶
接
と
5

日
間
セ
ッ
ト
割
引
3
万
4
千
円

【
受
験
準
備
講
座
】

二
級
建
築
士
（
9
月
の
製
図
試
験

に
む
け
た
講
座
）
7
月
11
日
（
日
）

〜
9
月
9
日
（
木
）
池
袋
、
8
万

5
千
円

一
級
建
築
士
（
10
月
の
製
図
試
験

に
む
け
た
講
座
）
7
月
25
日
（
日
）

〜
10
月
3
日
（
日
）
池
袋
、
8
万

5
千
円

2
級
建
築
施
工
管
理
技
士
6
月
24

日
夜
開
講
式
〜
10
月
17
日
（
お
盆

を
除
く
木
曜
・
水
曜
夜
と
日
曜
昼
）

池
袋
、
9
万
5
千
円

※
2
次
の
み
は
7
月
〜
10
月
中
旬

の
日
曜
午
後
5
回
、
3
万
5
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
8
月
5
日
〜
6
日

（
木
金
）
池
袋
、
1
万
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
7
月
27
日（
火
）

池
袋
、
1
万
円

※
建
設
機
械
・
玉
掛
技
能
講
習
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
3
―
5
9

5
0
―
1
7
7
1
）
又
は
各
支
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

左
官
、
は
つ
り
、
解
体
、
塗
装（
短
期
）

木
方
一
樹
（
江
東
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
0
3
0
―
2
4
2
7

大
工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
（
正

規
・
請
負
）

㈱
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
新
宿
支
部
）

☎
0
3
―
5
9
1
7
―
0
3
3
1

地
盤
改
良
、
と
び
、
土
工
（
正
規
）

㈱
グ
ラ
ウ
テ
ッ
ク
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
7
7
―
7
5
1
7

防
水
工
（
正
規
）

大
内
工
業
（
北
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
6
4
0
―
9
4
1
2

現
場
管
理
（
正
規
）

㈱
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
5
9
5
9
―
3
3
3
7

と
び
職
、
足
場
（
正
規
）

江
戸
鶴
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
3
1
―
9
6
5
4

配
管
工
、
現
場
監
督
（
正
規
）

㈱
ク
リ
ー
ン
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
7
8
―
9
1
5
2

外
構
、
雑
工
（
正
規
）

㈱
秋
栄
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
1
9
―
9
1
3
3

退
却
立
会
員
、
簡
易
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
正
規
）

㈱
バ
デ
ィ
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
2
6
―
5
9
5
4

解
体
工
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

富
士
解
体
工
業
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
8
9
―
2
2
7
7

水
道
工
事
（
正
規
）

㈱
大
和
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
5
0
3
―
0
1
0
3

建
築
金
物
（
正
規
）

Ｓ
．
Ｆ
．
Ｃ
．
工
業
（
豊
島
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
9
9
9
―
2
6
9
3

電
気
工
事
（
正
規
）

未
来
工
房
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
8
2
2
―
0
7
2
2

造
作
大
工
（
正
規
）

㈱
住
ｉ
ｎ
ｇ
（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
1
6
―
3
8
2
5

リ
フ
ォ
ー
ム
、
多
能
工
（
正
規
）

㈱
朝
日
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
（
世
田

谷
支
部
）

☎
0
3
―
3
3
0
4
―
3
7
7
6

現
場
管
理
者
（
正
規
）

防
長
設
備
機
工
㈱
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
3
―
3
4
2
9
―
5
6
4
3

春
の
講
師
団
会
議
を
開
催

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
か
る
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